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研修センター  研修受付方法が変わります
台風10号にかかる支援活動報告
聴覚者障害の情報拠点運営開始
皆様の善意
職場紹介リレー
シリーズ“こだわりの品”

地域における
権利擁護体制の構築に向けて
～三種町社会福祉協議会の実践～



 

１ 

き
っ
か
け

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
以
下
、

「
本
事
業
」
と
い
う
。）
の
利
用
者
は
、

平
成
28
年
12
月
末
現
在
、
21
名
と
町
村

社
協
で
は
最
も
多
く
、
能
代
山
本
地
区

で
も
能
代
市
に
次
い
で
多
い
利
用
状
況

で
す
。
こ
れ
は
、
合
併
前
の
旧
町
ご
と

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
し

と
事
業
へ
の
つ
な
ぎ
を
組
織
的
に
行
っ

て
い
る
点
が
、
利
用
実
績
に
結
び
つ
い

て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
以
前
か
ら
判
断
能
力

の
低
下
が
著
し
い
利
用
者
の
成
年
後
見

制
度
へ
の
移
行
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
も
と
も
と
親
族
等
に
よ
る
支
援

が
脆
弱
な
方
が
多
く
、
成
年
後
見
制
度

の
申
立
て
に
至
ら
な
い
な
ど
、
容
易
に

移
行
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

以
前
の
地
域
福
祉
は
、
児
童
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
の
属
性
分
野
別
制
度

以
外
の
部
分
を
担
う
位
置
づ
け
で
し
た

が
、
現
在
は
地
域
福
祉
こ
そ
が
社
会
福

祉
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
（
主
軸
）
と

認
識
さ
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
住
民
の
地
域
自
立
生
活
を
具
体
的

に
支
援
す
る
と
共
に
、
そ
の
環
境
と
な

る
地
域
づ
く
り
を
同
時
に
進
め
る
こ
と

が
新
し
い
地
域
福
祉
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
域
自
立
生
活
と
は
、
地
域
で
自
分

ら
し
く
生
活
し
た
い
と
い
う
願
い
の
実

現
で
あ
り
、
そ
の
根
本
に
あ
る
「
願
い
」

を
「
意
思
」
と
捉
え
た
と
き
、
意
思
決

定
の
保
障
が
地
域
福
祉
に
欠
か
せ
な
い

要
件
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
権
利
擁

護
と
は
地
域
自
立
生
活
の
意
思
決
定
を

支
援
す
る
活
動
で
、
社
協
が
自
ら
の
使

命
で
あ
る
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
観
点
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

 

２ 

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
設
置
の
経
緯

平
成
28
年
10
月
１
日
、
三
種
町
社
協

は
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン

タ
ー
」
と
い
う
。）
を
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
設
置
に
至
る
契
機
は
、
県
社

協
が
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
新
た
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
モ
デ

ル
事
業
」（
以
下
、「
モ
デ
ル
事
業
」
と

い
う
。）
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
し

た
。
前
述
の
と
お
り
、
問
題
意
識
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
、
モ
デ
ル
事
業

に
よ
る
支
援
が
な
け
れ
ば
新
し
い
社
会

資
源
と
し
て
一
つ
の
形
を
成
す
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。モ

デ
ル
事
業
の
推
進
委
員
会
の
構
成

と
し
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
の
専
門
職
が
参
画
し
、
実
施
内

容
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
視

　法
人
後
見
に
取
り
組
む
社
協
が
全
国
的
に
も
増
加
す
る
中
、県
内
で
は
湯
沢
市
社
協
や
鹿
角
市
社

協
に
次
い
で
３
例
目
、町
村
で
は
初
と
な
る
三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、「
三
種
町
社
協
」と
い

う
。）の
法
人
後
見
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」が

果
た
す
役
割

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

点
か
ら
の
助
言
の
ほ
か
、
現
地
で
直
接

指
導
を
受
け
る
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。現

地
指
導
の
際
、
伊
藤
洋
子
（
司
法

書
士
）
副
委
員
長
か
ら
、「
権
利
擁
護

の
取
り
組
み
事
例
を
み
る
と
、
職
員
個

人
で
は
な
く
社
協
組
織
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を

対
外
的
に
示
す
（
意
思
表
示
す
る
）
こ

と
も
大
事
で
す
。」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

前
述
し
た
社
協
と
権
利
擁
護
の
関
係
、

あ
る
い
は
地
域
福
祉
の
推
進
と
権
利
擁

護
の
関
係
を
模
索
す
る
契
機
は
、
こ
の

と
き
の
先
生
の
一
言
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。セ

ン
タ
ー
設
置
の
方
向
性
が
定
ま

り
、
具
体
的
に
進
め
る
段
に
な
り
ま
し

た
が
、
圧
倒
的
な
知
識
不
足
・
経
験
不

足
を
自
覚
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
補
う
た
め
、
精
力
的
に
自
主
勉
強
会

や
研
修
を
重
ね
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

モ
デ
ル
事
業
の
現
地
指
導
（
３
回
開
催
）

及
び
有
志
勉
強
会
（
２
回
開
催
）
に
加

え
、
既
に
法
人
後
見
を
実
施
し
て
い
る

湯
沢
市
社
協
と
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
い
る
鹿
角
市
社
協
の
視
察
研
修
を
行

い
、
取
組
み
の
苦
労
や
ヒ
ン
ト
、
共
通

す
る
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。

⑴
制
度
の
狭
間
の
問
題

⑵
社
協
組
織
と
し
て
取
組
む
意
義
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３ 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　  
ク
と
権
利
擁
護
を
一
体
的
に
展
開

　  

す
る
仕
組
み
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
社
協
と
し
て
内

部
的
に
も
外
部
的
に
も
権
利
擁
護
活
動

を
展
開
し
や
す
く
す
る
た
め
の
方
法
・

手
段
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
自
体

が
モ
デ
ル
事
業
の
目
的
化
し
な
い
よ
う

常
に
留
意
し
、「
何
の
た
め
の
、
誰
の

た
め
の
セ
ン
タ
ー
か
？
」
と
自
問
自
答

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
モ
デ
ル
事
業
終
了
後
も
、
社
協

の
本
来
活
動
と
し
て
地
域
に
お
け
る
権

利
擁
護
活
動
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組

め
る
よ
う
万
全
な
体
制
を
整
え
、
セ
ン

タ
ー
を
最
も
効
率
的
・
効
果
的
に
運
営

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
た
総
合
相

談
支
援
活
動
と
一
体
的
に
運
営
す
る
こ

と
と
し
、
次
の
４
つ
の
機
能
を
備
え
ま

し
た
。

①
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
支
援
機
能

②
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
の
連
絡

調
整
機
能

③
法
人
後
見
機
能

④
広
報
・
啓
発
、
市
民
後
見
人
・
後
見

４ 

セ
ン
タ
ー
設
立
か
ら
現
在
ま
で

　
～
今
後
の
課
題
も
含
め
て
～

【
こ
れ
ま
で
の
実
績
】

（
平
成
28
年
12
月
末
現
在
）

・
親
族
申
立
て
を
支
援
し
た
事
例

（
１
件
）
、

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
町
長
申

　

立
て
で
連
携
し
た
事
例
（
１
件
）

・
相
談
、
問
い
合
わ
せ
（
７
件
）

現
在
、
法
人
後
見
受
任
依
頼
は
な
い

支
援
員
養
成
機
能

特
に
今
後
は
、
市
民
後
見
人
あ
る
い

は
地
域
住
民
が
法
人
後
見
支
援
員
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
後
見
人
等
の
担

い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社
協
が
市
民
後
見
人
や
法
人
後
見
支
援

員
等
の
養
成
に
何
ら
か
の
形
で
携
わ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
担
い
手
不
足
の
解

消
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、

社
協
の
“独
り
よ
が
り
”
で
は
な
く
、

行
政
を
は
じ
め
、
地
域
の
多
様
な
方
々

と
の
連
携
・
協
働
の
も
と
で
進
め
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
協
が
権
利
擁
護
活
動
を
推
進
す
る

う
え
で
は
、
対
外
的
に
社
協
が
権
利
擁

護
活
動
を
行
う
こ
と
の
意
思
表
示
を
行

い
、
地
域
住
民
及
び
多
様
な
関
係
者
に

説
明
責
任
を
果
た
し
、
理
解
と
協
力
を

得
て
行
う
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
設
置
前
の
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
一
般
住
民
向
け
の
地

域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
権
利
擁
護

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
専
門
職
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施

し
、
研
修
機
会
を
設
け
る
と
共
に
、
地

域
の
権
利
擁
護
問
題
に
つ
い
て
社
協
と

の
連
携
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

更
に
、
家
庭
裁
判
所
と
の
関
係
性
の
構

築
も
重
要
な
課
題
と
し
、
定
款
や
決
算

書
類
、
登
記
事
項
証
明
、
法
人
後
見

実
施
要
綱
等
を
持
参
し
な
が
ら
、
セ
ン

タ
ー
の
事
業
内
容
の
説
明
等
に
出
向
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
社
協
と

し
て
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
問
題

に
総
合
的
に
対
応
す
る
セ
ン
タ
ー
の
形

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
設
置
の
成
果
は
、
今
後
の

活
動
を
通
し
て
検
証
し
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
か

ら
と
言
っ
て
、
自
動
的
に
権
利
擁
護
活

動
が
展
開
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
地

域
住
民
や
関
係
者
と
の
継
続
的
な
コ

ン
セ
ン
サ
ス
（
同
意
、
合
意
）
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
独
り
よ
が
り
の
活
動
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
常
に
地
域
に
働

き
か
け
る
福
祉
教
育
・
環
境
醸
成
の
活

動
と
権
利
擁
護
活
動
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲平成 28 年 7 月 20 日、権利擁護センター開設に向け開催した福祉関係者向け
成年後見セミナーには、約 30 人が集まり、現状確認及び課題共有を行った。

⑴
総
合
相
談
支
援
活
動
と
一
体
と

　
な
っ
た
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

⑵
地
域
で
権
利
擁
護
活
動
を
展
開

　
で
き
る
環
境
づ
く
り

⑴
職
員
の
継
続
的
な
自
己
研
鑽
の

　
仕
組
み
づ
く
り
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も
の
の
、
今
後
も
様
々
な
相
談
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
権

利
擁
護
に
つ
い
て
の
知
識
習
得
は
「
こ

れ
で
よ
し
」
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
常

に
時
代
や
社
会
情
勢
と
共
に
変
化
す
る

知
識
や
情
報
を
習
得
し
続
け
る
意
思
と

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
協

職
員
の
自
己
研
鑽
を
組
織
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
体
制
が
必
要
で
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
地
域
に
お
い
て
権
利

擁
護
を
担
っ
て
い
く
こ
と
の
社
会
的
意

味
を
自
覚
し
、
多
く
の
関
係
者
と
連
携

協
働
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
連
携
協
働
の
過
程
で
関
わ
る
様
々

な
事
例
に
対
し
、
時
に
未
整
備
の
社
会

資
源
を
意
識
し
た
り
、
新
た
な
地
域
福

祉
の
課
題
が
見
え
て
く
る
中
で
、
決
し

て
権
利
擁
護
の
問
題
を
家
庭
の
問
題
と

し
て
矮
小
化
せ
ず
、
よ
り
広
い
地
域
福

祉
の
文
脈
や
枠
組
み
で
捉
え
て
い
く
意

識
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
地
域
に
向
け
た

　
わ
か
り
や
す
い
広
報
・
啓
発
活
動

「
権
利
擁
護
」
と
い
う
と
、
難
し
い

と
い
う
印
象
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、
ど

う
い
う
方
法
で
わ
か
り
や
す
く
住
民
や

関
係
機
関
に
伝
え
る
か
が
、
社
協
の
セ

ン
ス
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
で
は

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
「
漫
画
」

と
い
う
媒
体
を
採
用
し
、
広
報
紙
「
社

協
だ
よ
り
」
に
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
に

関
わ
る
話
題
を
２
回
掲
載
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
社
協
広
報
紙
に
漫
画
を
掲
載

す
る
こ
と
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

結
果
は
大
変
好
評
で
、
地
元
の
新
聞
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社

協
広
報
の
大
き
な
武
器
と
な
っ
て
い
ま

す
。
権
利
擁
護
の
情
報
は
、
ま
だ
ま
だ

一
般
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
と
思
わ

れ
、
今
後
も
有
効
で
継
続
的
な
広
報
活

動
を
行
い
、
一
般
住
民
の
理
解
の
裾
野

を
広
げ
て
い
く
た
め
の
努
力
が
必
要
で

す
。
広
報
・
啓
発
活
動
で
理
解
者
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
は
、
課
題
発
見
の
協

力
者
を
増
や
し
て
い
く
環
境
醸
成
の
た

め
の
社
会
的
活
動
で
も
あ
る
と
捉
え
ら

れ
ま
す
。
人
が
生
ま
れ
、
生
活
し
、
人

生
を
過
ご
す
中
で
、
病
気
や
障
が
い
は

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
で
す
。

　
「
こ
の
地
域
で
住
み
続
け
た
い
」
と
い

う
願
い
の
実
現
は
、
意
思
決
定
を
支
援

す
る
こ
と
で
あ
り
、
権
利
擁
護
と
同
じ

根
を
持
つ
問
題
で
す
。
決
し
て
限
ら
れ

た
特
殊
な
方
々
の
問
題
で
は
な
く
、
私

た
ち
の
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な

問
題
で
あ
る
と
捉
え
、
今
後
も
、
地
域

本
県
に
お
け
る
本
事
業
の
利
用
者

は
、
12
月
末
現
在
、
３
３
７
名
で
、
平

成
11
年
10
月
の
制
度
開
始
以
降
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
利
用
待
機
者

権
利
擁
護
体
制
を

構
築
す
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
受
け
皿
の
整
備
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
等
が
増
加
す
る
中

で
、
判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
な
が
ら
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
地
域
に
お

い
て
相
談
を
受
け
、
本
事
業
か
ら
成
年

後
見
制
度
利
用
ま
で
を
一
元
的
に
支
援

す
る
「
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
サ
ポ
ー▲三種町社協広報誌「社協だより」に掲載した福祉制度開発コラム「みたねのみたさん」。

　親しみやすい解説が好評。

の
理
解
が
進
む
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ト
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
設
置
や
法
人

後
見
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
が
社
協
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
含
む

権
利
擁
護
体
制
を
構
築
す
る
に
は
、
①

市
町
村
行
政
と
の
意
思
統
一
、
②
権
利

擁
護
支
援
業
務
を
担
う
職
員
の
確
保
、

③
福
祉
の
み
な
ら
ず
法
律
や
医
療
な

ど
、
多
職
種
間
の
連
携
、
④
地
域
住
民

へ
の
浸
透
な
ど
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

い
え
ま
す
。

こ
の
度
の
三
種
町
社
協
の
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
設
置
の
取
組
み
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
土
台
に

し
た
地
域
支
援
の
実
践
で
あ
り
、
今
後

の
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
社
協
と
し
て
も
、
各
社
協
の
取
組

み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
県
的
な

波
及
を
目
指
し
、
モ
デ
ル
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
申
込
や
受

付
が
で
き
、
申
込
忘
れ
や
行
き
違
い

の
防
止
な
ど
効
率
的
な
業
務
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
の
皆

研
修
受
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

秋
田
県
福
祉
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
、平
成
29
年
４
月
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の

研
修
の
案
内
、
研
修
申
込
を
受
け
付

け
る
「
研
修
受
付
シ
ス
テ
ム
」
を
稼

働
し
ま
す
。

様
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
利
用
に
は
、
事
前

の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
お
早
め
に
登
録
願
い
ま
す
。

な
お
、
シ
ス
テ
ム
利
用
申
込
か
ら

登
録
完
了
ま
で
の
流
れ
は
下
の
図
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

○
●
○
問
い
合
せ
先
○
●
○

　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
・
施
設
振
興
部

　

秋
田
県
福
祉
保
健
研
修
セ
ン
タ
―

　

電
話
０
１
８-

８
６
４-

２
７
７
５
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平
成
28
年
８
月
21
日
に
四
国
の
南
海
上

で
発
生
し
た
台
風
10
号
は
、
30
日
夕
方
に

岩
手
県
大
船
渡
市
付
近
に
上
陸
、
東
北
地

方
を
通
過
し
日
本
海
に
抜
け
る
と
い
う
特

異
な
進
路
を
辿
り
ま
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
り
、
北
海
道
や
岩
手
県

で
家
屋
の
浸
水
等
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

９
月
５
日
・
６
日
に
本
県
で
開
か
れ
た

「
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
・
共
募
事

水
害
か
ら
５
ヶ
月
が
経
ち
、
３
ヶ
所

の
セ
ン
タ
ー
は
本
部
に
一
体
化
さ
れ
た
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
活
動
は
当
初

の
泥
出
し
か
ら
、
清
掃
や
傾
聴
活
動
、
暖

房
器
具
の
配
布
等
に
移
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
復
興
の
途
上
に
あ
り
ま
す
が
、
被
災
さ

れ
た
方
々
の
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
本

会
」
と
い
う
）
は
、北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
道
県
政
令
指
定
都
市
社
協
の
幹
事
県
と

し
て
、
31
日
に
北
海
道
社
協
と
岩
手
県
社

協
に
被
害
状
況
や
支
援
に
つ
い
て
電
話
で

の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
被
災
地
の
状
況
や
今
後
の
ブ

ロ
ッ
ク
派
遣
の
必
要
性
を
確
認
す
る
た

め
、
本
会
職
員
２
名
を
岩
手
県
社
協
に
派

遣
し
、
翌
日
、
岩
手
県
社
協
職
員
と
共
に

岩
泉
町
の
現
地
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
台
風
10
号
に
か
か
る
支
援
活
動
報
告

～
岩
手
県
岩
泉
町
社
協
へ
本
県
か
ら
災
害
派
遣
支
援
～

災
害
の
概
要

支
援
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
職
員
派
遣

今
の
岩
泉
町

台
風
通
過
後
の
本
会
の
動
き

盛
岡
と
岩
泉
を
つ
な
ぐ
国
道
４
５
５
号

を
は
じ
め
、
他
の
道
路
も
寸
断
さ
れ
て
お

り
、
迂
回
し
な
が
ら
岩
泉
町
に
入
っ
た
と

こ
ろ
、
現
地
で
は
電
気
と
水
道
が
不
通
と

な
っ
て
い
た
ほ
か
、
道
路
の
寸
断
で
町
社

協
職
員
が
事
務
所
や
自
宅
に
孤
立
す
る
な

ど
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
会
と

岩
手
県
社
協
、
町
社
協
で
今
後
の
対
応
を

協
議
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
被
災
者
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ

ク
派
遣
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
行
わ

ず
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
久
慈
市
、
宮
古
市
、
岩
泉
町
へ
の

支
援
は
、
岩
手
県
内
の
市
町
村
社
協
で
対

応
す
る
こ
と
と
し
、
本
会
は
引
き
続
き
電

話
等
で
支
援
の
対
応
状
況
の
確
認
と
ブ

ロ
ッ
ク
社
協
と
の
情
報
共
有
に
努
め
ま
し

た
。

者
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
い
、
地
元
主
体

を
意
識
し
つ
つ
、
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
の
活
動
者
が
次
々

に
増
え
て
き
た
こ
と
や
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
体
制
が
整
っ
て
き
た
こ
と
で
、
被
災
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

務
局
長
合
同
会
議
」
の
席
上
に
お
い
て
、
支

援
の
長
期
化
の
様
相
に
伴
う
ブ
ロ
ッ
ク
職
員

派
遣
に
つ
い
て
岩
手
県
社
協
か
ら
要
請
が
あ

り
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
道
県
・
政
令

指
定
都
市
社
協
「
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
岩
泉
町
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
と
し
て
秋

田
県
、
青
森
県
、
山
形
県
か
ら
職
員
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道

内
の
支
援
は
道
内
の
市
町
村
社
協
で
対
応
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

岩
泉
町
へ
の
派
遣
は
、
秋
田
県
は
９
月

16
日
か
ら
23
日
ま
で
を
県
社
協
、
横
手
市

社
協
、
大
仙
市
社
協
職
員
が
、
９
月
23
日

か
ら
29
日
ま
で
を
県
社
協
、
北
秋
田
市
社

協
、
仙
北
市
社
協
職
員
が
担
い
ま
し
た
。

青
森
県
は
９
月
16
日
か
ら
10
月
11
日
ま
で

を
県
社
協
と
10
市
町
社
協
職
員
が
担
当

し
、
山
形
県
は
９
月
29
日
か
ら
10
月
11
日

ま
で
を
県
社
協
と
３
市
町
社
協
職
員
が
担

当
し
ま
し
た
。

岩
泉
町
の
被
害
は
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動
等
を
考
慮

し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
本

部
、
小
川
サ
テ
ラ
イ
ト
、
小
本
サ
テ
ラ
イ

ト
の
３
ヶ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
本
県
派

遣
の
職
員
は
本
部
と
小
川
サ
テ
ラ
イ
ト
に

分
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
や
被
災

岩泉町災害ボランティアセンター
ボランティア活動者の受付の様子
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昨
年
10
月
１
日
に
秋
田
県
社
会
福
祉
会

館
５
階
・
６
階
に
秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
が
開

所
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
聴
覚
障
害

者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設

と
し
て
全
国
で
52
番
目
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
障
害
者

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
獲
得
に

様
々
な
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
を
支
援
す
る
目
的
で
作
ら

れ
た
施
設
で
す
が
、
東
北
で
は
、
財
政
的

な
事
情
等
も
あ
り
設
置
が
遅
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
聴

覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
が
重

要
視
さ
れ
、
宮
城
、
福
島
に
続
き
本
県
も

設
置
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
、
聴
覚
障
害

者
等
へ
の
相
談
支
援
を
は
じ
め
情
報
機
器

の
貸
出
し
、
字
幕
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
・

貸
出
し
、
災
害
時
の
情
報
拠
点
と
し
て
の

機
能
、
情
報
発
信
等
。
そ
し
て
来
年
度
よ

聴
覚
障
害
者
の
情
報
拠
点
運
営
開
始

秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

セ
ン
タ
ー
長
　
　
加
藤
　
薫

り
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
、
目
と
耳

に
障
害
を
併
せ
持
つ
盲
ろ
う
者
の
た
め
の

通
訳
・
介
助
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
養
成
・
派

遣
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

知事をお迎えし、テープカットが行われました

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か
ら

約
一
か
月
か
け
て
県
内
25
市
町
村
を
訪
問

し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
を
説

明
し
た
上
で
、
業
務
へ
の
理
解
と
周
知
の

お
願
い
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。
県
内
に

は
約
４
千
人
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

た
聴
覚
障
害
者
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

の
８
割
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
ま

た
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
な
い

軽
度
の
聴
覚
障
害
者
を
含
め
る
と
相
当
な

数
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
場
合
、
そ
の
方
々
が
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
の
か
、
ど
ん
な
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
の
か
、
セ
ン
タ
ー
で
は
把
握

し
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら

市
町
村
と
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

昨
年
４
月
か
ら「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
の
社
会
参

加
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
合
理
的
配
慮
の
提

供
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
者
が
社
会
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
は
、
聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く

い
障
害
へ
の
正
し
い
理
解
や
手
話
通
訳

者
、
要
約
筆
記
者
、
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・

介
助
者
の
制
度
を
拡
充
し
、情
報
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
け
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
聞
こ

え
な
い
障
害
は
外
見
か
ら
ど
こ
に
障
害
が

あ
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

聴
覚
障
害
者
自
身
が
、
聞
こ
え
な
い
こ
と

を
周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
う
行
動
も
必
要

で
す
。

　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

セ
ン
タ
ー
は
、
誰
も
が
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
、
盲
ろ

う
者
向
け
通
訳
・
介
助
者
の
制
度
を
た
く

さ
ん
の
方
々
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
字
幕
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
・
貸
出

し
で
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
ま
た

災
害
時
に
は
情
報
提
供
や
、
避
難
所
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
支
援
者
の
派
遣

が
で
き
る
よ
う
な
体
制
整
備
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

開
所
し
て
間
も
な
い
セ
ン
タ
ー
で
す

が
、
職
員
が
力
を
合
わ
せ
県
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
て
良
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

秋
田
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
１
８-

８
７
４-

８
１
１
３

　

FAX

　

０
１
８-

８
６
２-

１
８
２
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://akita-chokaku.net

　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

10
月
の
開
所
以
来
、
県
内
外
か
ら
聴
覚

障
害
者
や
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
見
学

や
相
談
に
来
所
し
、
ま
た
情
報
機
器
の
貸

出
し
な
ど
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
所

さ
れ
た
方
々
に
も
待
望
の
施
設
オ
ー
プ
ン

を
喜
ん
で
い
た
だ
き
「
交
流
ス
ペ
ー
ス
は

き
れ
い
で
い
い
」「
早
く
字
幕
入
り
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
鑑
賞
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
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【
平
成
28
年
10
月
～
12
月
末
日
現
在
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様

４
０
０
，
０
０
０
円

・
タ
プ
ロ
ス
株
式
会
社　

様

３
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
火
災
共
済
協
同
組
合　

様

２
４
，
８
１
１
円

・
東
部
ガ
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

   

秋
田
支
社　

様

１
８
１
，
７
１
６
円

皆

様

の

善

意

・
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
こ
ま
ち　

様

４
７
，
１
９
７
円

・
協
和
石
油　

様
１
５
０
，
０
０
０
円

◎
善
意
銀
行
金
銭
預
託
◎

・
手
づ
く
り
作
家
６
人
展　

様

１
３
，
０
０
０
円

・
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様
３
５
，
０
０
０
円

・
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　

   

秋
田
支
部　

様

１
１
，
８
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
秋
田
銀
行　

様

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
新
リ
キ
ノ
ス
ケ
走
る　

　

招
待
券　

１
５
０
枚

⇨
秋
田
県
内
の
福
祉
施
設
へ

・
誘
惑
の
牙　

様

・
旭
川
Ｆ
Ｃ　

様

・
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ベ
ン
ト
ゥ
ー
ジ　

様

（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
３
チ
ー
ム
合
同
）

遊
具
一
式

⇨
感
恩
講
児
童
保
育
院
へ

 

・
秋
田
放
送　

様　
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
１
０
０
枚

⇨
県
内
の
視
覚
障
害
者
支
援
施
設

お
よ
び
団
体
３
ヵ
所
へ

 

・
秋
田
県
遊
技
業
協
同
組
合　

様

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子　

６
台

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子
６
台

⇨
県
内
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設６ヵ

所
へ

 

・
秋
田
県
写
真
協
会　

様写
真
１
８
７
枚

⇨
県
内
の
福
祉
施
設
へ

東部ガス株式会社様

秋田県ヤクルト連合会様

協和石油様

秋田県写真協会様 秋田県遊技業協同組合様

フットボールクラブ様

秋田銀行様
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※
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
で
は
、交
通
・

労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父
や
母
が

亡
く
な
っ
た
り
、
重
い
障
害
を
も
っ
た

場
合
に
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
心

身
と
も
に
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い
見

舞
金
や
小
中
学
校
入
学
祝
金
、
中
学
校

卒
業
祝
金
等
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金

事
業
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
バ
ス
協
会　

様

１
８
１
，
０
０
０
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

　
　
　
　
　

湯
沢
関
口
店　

様

８
，
０
４
２
円

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

・
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

７
６
，
５
０
０
円

・
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

様

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

・
合
同
会
社
新
声　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

　

日
本
興
亜
株
式
会
社

　
　
　
　
　

秋
田
支
店　

様

　

Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
秋
田
支
部　

様

　

Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

秋
田
支
部　

様

４
９
，
０
７
５
円

・
秋
田
春
光
懇
話
会　

様

１
３
，
０
０
０
円

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杉　

様
７
７
，
４
３
１
円

・
秋
田
県
労
働
福
祉
協
議
会　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

・
協
和
石
油　

様
２
３
，
６
３
１
円

・
秋
田
市
交
通
安
全

　
　
　

母
の
会
連
絡
協
議
会　

様

８
，
６
４
０
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
給
付
金
◎

・
見
舞
金　

１
件１

０
０
，
０
０
０
円

・
激
励
金　

36
件

１
，
０
８
０
，
０
０
０
円

秋田県労働福祉協議会様

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
の
推
進
な
ど
地
域

福
祉
推
進
全
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一
般
寄

附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す
る
「
指
定

寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
●

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
企
画
部

　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１-

５

　

℡
０
１
８-

８
６
４-

２
７
１
１

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
か
ら

い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
活
用
し

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各

種
団
体
様
か
ら
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
の
窓
口

に
て
専
用
振
込
用
紙
で
手
数
料
無

料
の
振
込
が
出
来
ま
す
。
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昭
寿
苑
は
旧
昭
和
町
、
現
在
の
潟
上
市
に
あ

り
ま
す
。「
命
慈
し
む
施
設
」
を
基
本
理
念
に
か

か
げ
、
周
辺
地
域
の
方
々
や
、
利
用
者
家
族
様
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。昭

寿
苑
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
５
４
年
４
月
、

秋
田
県
内
に
お
い
て
は
特
養
と
し
て
分
類
さ
れ
て

い
る
全
１
３
９
施
設
の
中
で
約
１
０
番
目
に
開
設

し
ま
し
た
。

（
参
考
・
介
護DB

）

h
h

ttp
://k

a
ig

o
d

b
.c

o
m

/jig
y

o
u

sh
o

_
list/05/052019/103/

平
成
27
年
３
月
に
は
新
た
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

「
く
お
ん
（
久
遠
）」
を
開
設
。「
い
つ
ま
で
も
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
の
思
い

で
名
付
け
ら
れ
、「
第
二
の
我
が
家
と
し
て
」
を

理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
に
は
多
床
室
の
間
仕
切
り
工
事

が
完
了
し
、
利
用
者
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

や
、
ご
家
族
様
が
来
苑
さ
れ
た
時
に
、
周
り
の
目

を
気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と
面
会
出
来
る
場
所
が
出

来
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
当
法
人
内
に
は
、「
潟
上
市
昭
和

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」、「
潟
上
市
昭
和
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」、「
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ょ
う

わ
」
が
あ
り
ま
す
。

昭
寿
苑
で
は
毎
月
行
事
を
行
っ
て
い
て
、
特

に
ご
家
族
様
や
地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
行
事

に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

行
事
に
ご
家
族
様
が
来
苑
さ
れ
る
度
に
利
用
者
様

と
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、
渡
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
様
が
ご
家
族
に
会
わ
れ
る
と
、
表
情

が
い
つ
も
以
上
に
明
る
く
な
り
ま
す
し
、
そ
の
写

真
が
ご
家
族
に
は
思
い
出
や
記
念
に
な
る
と
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
事
な
ど
に
参
加
出
来
な
か
っ
た
方

や
、
面
会
制
限
が
あ
る
時
、
昭
寿
苑
が
ど
の
よ
う

な
施
設
か
気
に
な
る
方
な
ど
に
も
知
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
、
ブ
ロ
グ
も
公
開
し
て
お
り
、
昭
寿
苑
の

魅
力
を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
ブ
ロ
グ
見
た
よ
」
と
の
声
を
聞
く
と
大
き

な
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
の
福
利
厚
生
活
動
と
し
て
は
、
秋
田
市
で

行
わ
れ
て
い
る
「
与
次
郎
駅
伝
」
に
一
昨
年
か
ら

参
加
し
て
い
ま
す
。
運
動
が
好
き
な
職
員
も
多
く
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
法
人

全
体
と
し
て
の
活
動
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
行
事
等
を
上
手
く
活
用
し
、
利
用
者
家

族
様
、
地
域
、
職
員
共
に
よ
り
良
い
関
係
を
築
い

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

与次郎駅伝に参加した職員

15

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
「
昭
寿
苑
」

広
報
担
当　

金　

子　

貴　

之

『
施
設
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
』

（
福
）
昭
和
ふ
く
し
会

■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

〒010-0914  秋田市保戸野千代田町6-8 千代田ビル1F

ナカイ株式会社秋田支店
〈引受保険会社〉

秋田支社
〒010-0923  秋田市旭北錦町5-50
シティビル秋田3Ｆ
Tel.018-863-9723  Fax.018-863-9448

018-866-17620120-712-816

H-16-05-005

Size:H116×W163mm

AF広宣課-2015-0017-1605005　4月9日
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〈SJNK16-16924　2017.2.3 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
●送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
●送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

●行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償（往復途上も含みます。）　●行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
●在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

●地域福祉サービス

●障害福祉サービス
●児童福祉サービス
●障害者地域生活支援事業　
●介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）

◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円

1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者
　　自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の
　　補償については、天災に起因する場合は対象になりません。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

平成29年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉あきた  No.340
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～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

こ だ わ り 品の

　能代市で唯一の就労継続支援A型事業所を運営する「障がい者総合支
援センターりぼん」で作られているパンをご紹介します。

シリーズ

「
り
ぼ
ん
」
の
食
品
事
業
部
門
で
は
、

事
業
所
内
で
パ
ン
の
製
造
・
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
農
業
事
業
・
施
設
内

外
の
受
託
事
業
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行

い
ま
す
が
、
今
回
は
パ
ン
製
造
作
業
の
現

場
を
取
材
し
ま
し
た
。

事
業
は
職
業
指
導
員
に
パ
ン
作
り
の
経

験
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ス
タ
ー

ト
。
事
業
所
付
属
店
舗
で
の
販
売
に
と
ど

ま
ら
ず
、
移
動
販
売
も
実
施
、
産
直
市
場

に
も
卸
し
て
い
ま
す
。

「
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
、
外
に
出
て
い

く
事
業
所
で
あ
り
た
い
」
と
総
務
課
長
の

今
野
孝
嶺
さ
ん
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、

能
代
市
の
「
天
空
の
不
夜
城
」
や
、
秋
田

市
で
行
わ
れ
た
「
心
い
き
い
き
芸
術
・
文

化
祭
」
な
ど
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
出

製品に関するお問い合わせ

障がい者総合支援センター「りぼん」

http://dreamhope-nakayoshi.jp/

能代市浅内字押出 162番 1

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
り
ぼ
ん
」
は
、
平
成
28
年
２
月
に
社

会
福
祉
法
人
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
プ
な
か
よ
し
（
畠
山
悦
子
理
事
長
）
が
開
所

し
ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
（
定
員
10
名
）、
Ｂ
型
事
業
（
定
員

10
名
）、
生
活
介
護
支
援
事
業
（
定
員
20
名
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

FAXTEL

HP
0185-55-1100 0185-74-6447

店
。
特
に
イ
ベ
ン
ト
の
多
か
っ
た
秋
は
忙

し
く
過
ご
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

取
材
に
お
伺
い
し
た
時
は
、
あ
ん
ぱ
ん

を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
職
業
指

導
員
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
餡
の
グ
ラ
ム

を
測
り
、
パ
ン
生
地
に
包
み
、
黒
ゴ
マ
を

つ
け
る
―
―
各
作
業
を
分
担
し
て
行
い
、

利
用
者
同
士
で
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
な
が
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
の
パ
ン
が
丁
寧
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
も
、
ベ
ー
コ
ン
チ
ー
ズ
パ
ン
、

メ
ロ
ン
パ
ン
と
、
様
々
な
種
類
の
パ
ン
の

製
造
が
続
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
使
う
材

料
も
道
具
も
、
工
程
も
異
な
り
ま
す
。

ど
の
作
業
が
一
番
難
し
い
か
、
利
用
者

の
方
に
お
話
を
伺
う
と
「
い
も
あ
ん
ぱ
ん

の
、
餡
を
包
む
の
が
難
し
い
」
と
の
こ
と
。

ま
た
、
お
す
す
め
商
品
は
「
ふ
わ
ふ
わ
の

白
い
パ
ン
の
間
に
ク
リ
ー
ム
が
挟
ま
れ
て

い
て
、
本
当
に
お
い
し
い
」
と
い
う
ミ
ル

ク
コ
ッ
ペ
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
能
代
市
内
で
Ａ
型
事
業
所
を
運

営
し
て
い
る
の
は「
り
ぼ
ん
」一
か
所
。「
雇

用
契
約
を
結
ん
で
働
き
た
い
」
と
い
う
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
問
い
合
わ
せ
も

多
い
と
言
い
ま
す
。
能
代
市
に
お
け
る
先

駆
け
的
存
在
と
し
て
、「
り
ぼ
ん
」
の
取
組

み
に
地
域
か
ら
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
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